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大きなガスボンベをはじめ、どうしてこんなものがと驚くゴミ
が捨てられていました。偶然、小さなナマズも捕まり、川に帰っ
てもらいました

「
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
京
都
」で
醍
醐
一
斉
清
掃

京
野
菜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て

「
京
の
夏
の
旅
」
で
特
別
公
開
さ
れ
た
花
山
天
文
台

醍
醐
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
夏
祭
りKUNIKO3

み
ん
な
は
京
都
伏
見
の
た
め
に

〜特 集〜
　

京
都
市
消
防
団
総
合
査
閲
で
春
日

野
分
団
が
、
見
事
、
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
堀
池
分
団
長
の
響
き
渡
る
掛
け

声
で
キ
ビ
キ
ビ
し
た
通
常
点
検
と
、

消
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
７
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
冬
季
大
会
京
都
府
予
選
会
で

優
勝
し
た「
羽
束
師
」
が
、
鳥
取
県

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
も
優
勝
さ

れ
、
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

京都市消防団総合査閲
春日野分団が優勝

第7回全国ママさんバレーボール
冬季大会
羽束師が全国大会優勝

私
た
ち
の
京
都
・
伏
見
で
は
、
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
活
動
す
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
活
動
す
る
一
人
ひ
と
り
が
、
主
人
公
で
す
。

誰
か
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
め
ば
、
素
敵
な
京
都
・
伏
見
に
な
る
。
そ
ん
な
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、

わ
た
な
べ
邦
子
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

川
遊
び
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
に

下
鳥
羽
「com

e on

カ
モ
ガ
ワ
」
の
皆
さ
ま

　

子
ど
も
も
大
人
も
川
に
親
し
み
、

川
遊
び
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
鴨
川
の
下
鳥
羽
地
域

で
毎
月
清
掃
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
る
「com

e on 

カ
モ
ガ
ワ
」。

皆
さ
ま
か
ら
熱
い
想
い
を
お
聞
き

し
て
い
た
の
で
、
清
掃
の
お
手
伝

い
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 　

平
成
25
年
９
月
、
台
風
18
号
に

よ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
鴨
川

が
越
水
し
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が

出
た
こ
と
に
よ
り
、
龍
門
堰
が
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
の
残

が
い
に
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た

様
々
な
も
の
が
引
っ
掛
か
り
、
ゴ

ミ
の
集
積
場
所
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
皆
さ
ま
が
毎

月
引
き
上
げ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
袋
や
軍
手
の
支
給
、
ゴ
ミ

の
回
収
な
ど
、
京
都
府
と
伏
見
区

役
所
が
し
っ
か
り
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
、
行
政
と
住
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
で
、
子
ど
も
た
ち
に
美
し

い
川
や
ま
ち
を
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
、
私
も
一
緒
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
内
各
所
で
開
所
さ
れ
て
い
る

「
ま
ち
の
保
健
室
」。
向
島
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
地
域
生
活
に
寄
り
添
っ
た
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
民
間
施
設
が
開

所
さ
れ
、
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

京
都
橘
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
、

大
手
筋
商
店
街
で
世
界
最
高
峰
の
パ

レ
ー
ド
を
披
露
。
平
成
30
年
元
旦

に
は
日
本
代
表
と
し
て
ア
メ
リ
カ
・

ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
に
出
場
！ 

日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伏見区民文化祭
御香宮神社や区役所で

京都障害者総合
スポーツ大会を応援

健幸プラス向島ニュータウン
事業所「まちの保健室」開所

京都橘高校吹奏楽部
パレードを披露

排水の樋門にて情報を確認される水防団の皆さま

開設式では、商店街で防犯抑止のチラシを配布

十石舟に乗船して現
状を把握し、対策に
つながりました

鑑識体験、警察車両
の乗車や見学など子
どたちも真剣に取り
組んでいました

台
風
21
号
で
各
地
域
を
見
回
り

「
さ
と
ま
ち
コ
ラ
ボ
」
で
警
察
体
験

伏
見
警
察
署
サ
テ
ラ
イ
ト・ブ
ー
ス
開
設

宇
治
川
派
流
の
河
川
掘
削
を
開
始

河
川
各
地
域
の
水
防
団
の
皆
さ
ま

伏
見
区
砂
川
学
区
・
右
京
区
京
北
連
合
の
皆
さ
ま

大
手
筋
商
店
街
に
、
地
域
安
全
情
報
発
信
施
設

観
光
協
会
、商
店
街
、酒
造
組
合
、地
域
の
皆
さ
ま

京
都
府
地
域
主
導
型
公
共
事
業　

10
月
22
日
深
夜
、
台
風
21
号
の

情
報
を
確
認
し
つ
つ
、
衆
議
院
選

挙
の
木
村
候
補
の
比
例
当
選
が
決

ま
っ
た
後
、
急
い
で
伏
見
区
内
の

河
川
や
避
難
所
を
回
り
ま
し
た
。

水
防
団
の
皆
さ
ま
が
警
戒
監
視
い

た
だ
い
た
お
陰
で
地
域
の
皆
さ
ま

も
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
被
害
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

伏
見
・
砂
川
学
区
と
右
京
・
京

北
連
合
が
「
さ
と
ま
ち
コ
ラ
ボ
」

を
実
施
。
京
北
の
子
ど
も
21
名
、

砂
川
の
子
ど
も
39
名
が
地
域
役
員
、

伏
見
区
役
所
深
草
支
所
、
龍
谷
大

学
教
授
な
ど
多
く
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
警
察
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し

た
。
指
紋
を
採
る
鑑
識
体
験
、
訓

練
さ
れ
た
警
察
犬
の
紹
介
、
警
察

　

大
手
筋
商
店
街
に
平
成
29
年
７

月
に
開
設
さ
れ
た
「
大
手
筋
伏
見

館
」
の
一
角
に
、
警
察
の
広
報
資

料
を
展
示
す
る
伏
見
警
察
署
サ
テ

ラ
イ
ト
・
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
商
店
街
に
面
し
た
屋
外
に

設
置
さ
れ
て
い
る
大
型
テ
レ
ビ
も

お
借
り
し
て
、
広
報
啓
発
活
動
な

ど
の
地
域
安
全
情
報
を
発
信
し
て

　

台
風
の
水
害
で
住
宅
浸
水
し
た

こ
と
が
あ
る
宇
治
川
派
流
。
十
石

舟
や
三
十
石
船
の
運
航
に
も
支
障

が
出
て
お
り
、
改
修
の
ご
要
望
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
京
都

府
、
伏
見
区
、
観
光
協
会
、
酒
造

組
合
、
商
店
街
、
地
域
の
皆
さ
ま

ら
と
一
緒
に
十
石
舟
に
乗
船
し
、

現
状
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
避
難
所
の
小
学
校
で
は
、
皆

さ
ま
が
協
力
し
て
お
ら
れ
、
な
か

に
は
自
主
的
に
看
護
師
の
方
が
詰

め
て
い
る
と
こ

ろ
も
。
深
夜
、

雨
の
中
、
お
世

話
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

車
両
上
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
、

普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
に

子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
犯
罪
抑
止
、
事
件

事
故
の
解
決
だ
け
で
な
く
、
犯
罪

被
害
者
支
援
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

力
強
く
、
親
し
み
や
す
く
、
頼

れ
る
親
切
な
警
察
を
、
子
ど
も
た

ち
も
実
感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

い
き
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
、

街
頭
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
ア

イ
デ
ア
を
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
受

け
付
け
る
ポ
ス
ト
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
、
商
店
街
、
警
察

が
一
緒
に
な
っ
て
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
ご
協
力
の
結
果
、
京

都
府
地
域
主
導
型
公
共
事
業
と
し

て
事
業
が
採
択
さ
れ
、
舟
の
運
航

期
間
が
休
止
す
る
平
成
30
年
１
月

か
ら
水
深
確
保
の
た
め
河
床
掘
削
、

根
固
め
工
、
親
水
施
設
の
整
備
な

ど
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

御
香
宮
神
社
で
絵
画
・
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
、
華
道
の
展
示
等
。
伏
見
区

役
所
で
は
中
学
生
絵
画
展
示
、
伏
見

警
察
署
の
写
真
展
。「
世
界
一
安
心
安

全 

お
も
て
な
し
の
街
京
都
」
の
取
組

で
伏
見
区
と
警
察
の
連
携
に
感
謝
。

　

第
37
回
全
京
都
障
害
者
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
水
泳
大
会
の
部
に「
息

子
が
出
場
す
る
か
ら
」
と
の
連
絡
で

応
援
に
。
卓
球
バ
レ
ー
、
卓
球
、
水

泳
、
陸
上
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西

開
催
に
向
け
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
会
を
視
察

日
本
と
韓
国
の
港
を
ク
ル
ー
ズ
船
で
視
察

　

２
０
２
１
年
に
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
が
ア
ジ
ア
で
初

め
て
関
西
で
開
催
さ
れ
る
の
を
控

え
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
会
を
視
察
す
る
訪
問

団
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
シ

ョ
ー
の
後
に
出
場
者
の
行
進
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
は
楽
し

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
観
客
は
同

じ
光
景
を
長
時
間
見
る
こ
と
に
な

り
、
検
討
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　

各
競
技
会
場
で
は
、
大
会
に
参

加
さ
れ
て
い
る
多
く
の
日
本
人
選

手
に
出
会
い
、
水
泳
会
場
で
は
79

歳
の
日
本
人
女
性
が
８
０
０
㍍
自

由
形
で
出
場
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

の
で
皆
で
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

視
察
で
一
緒
だ
っ
た
「
京
都
女

性
ス
ポ
ー
ツ
の
会
」
の
皆
さ
ま
は
、

カ
ヌ
ー
の
よ
う
な
ワ
カ
ア
マ
競
技
、

10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
。
予
選

な
し
で
参
加
で
き
る
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
な
ら
で
は
の

　

日
本
海
の
交
易
活
性
に
期
待
が

集
ま
る
ク
ル
ー
ズ
船
「
コ
ス
タ  

ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
に
自
費
で
乗

船
し
ま
し
た
。
舞
鶴
を
出
発
し
て
、

金
沢
→
境
港
→
釜
山
→
博
多
→
舞

鶴
へ
戻
る
６
日
間
。

　

金
沢
港
で
は
港
湾
の
説
明
後
、

兼
六
園
、
金
沢
城
、
21
世
紀
美
術

館
な
ど
を
見
学
。
日
本
海
側
ク

ル
ー
ズ
船
の
振
興
等
に
つ
い
て
、

石
川
県
知
事
と
山
田
知
事
と
の
意

見
交
換
会
に
同
席
し
ま
し
た
。

　

境
港
で
は
貨
客
船
百
回
10
万
人

寄
港
を
目
標
に
、
貨
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
整
備
さ
れ
る
予
定
と
か
。

港
の
そ
ば
に
鬼
太
郎
駅
（
Ｊ
Ｒ
境

港
駅
）
が
あ
り
、
町
全
体
が
水
木

し
げ
る
を
モ
チ
ー
フ
に
観
光
展
開

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

韓
国
・
釜
山
港
で
は
、「
京
都

舞
鶴
港
セ
ミ
ナ
ー
in
釜
山
」
に
出

席
。
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場
で
昼
食
を

と
り
、
釜
山
観
光
公
社
で
は
、
京

都
・
釜
山
間
の
交
流
活
性
化
等
の

懇
談
に
同
席
。
そ
の
後
、
韓
国
の

魅
力
を
体
感
さ
れ
、
と
て
も
参
考

に
な
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

会
場
施
設
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
ハ
ブ
は
ス
テ
ー
ジ
、
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ス
ケ
シ
ュ
ー
ト

ゲ
ー
ム
な
ど
が
充
実
。
選
手
と
地

元
の
皆
さ
ま
の
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
て
、
お
互
い
の
ピ
ン
バ
ッ
チ

交
換
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

京
都
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
関
西
の
成
功
に
向
け
て
、

関
係
各
位
と
協
力
し
な
が
ら
、
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
も
呼
ば
れ
る
甘

川
文
化
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

翌
日
の
博
多
港
は
、
規
模
の
大

き
さ
や
設
備
の
充
実
を
実
感
。
中

央
ふ
頭
ク
ル
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
は
、

柱
の
な
い
空
間
を
最
大
限
確
保
し

て
、
ク
ル
ー
ズ
の
形
態
に
合
わ
せ

て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
。
待
合
棟

は
フ
リ
ーW

i–Fi

、
両
替
機
が
使

え
、
乗
下
船
時
以
外
は
ク
ル
ー
等

に
も
開
放
し
、
人
気
の
港
と
か
。

　

ク
ル
ー
ズ
中
の
船
内
は
大
変
快

適
で
、
船
旅
の
魅
力
を
体
験
で
き
、

日
本
各
地
、
韓
国
を
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。
今
後
の
交
流
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ワールドマスターズゲームズ2017オークランド大会
開会式訪問団メンバーで視察

舞鶴・金沢・境港・釜山・博多と各地の拠点港を視察
クルーズ船「コスタ ネオロマンチカ」に乗船

山田知事ら関西府県の知事、市長らとも一緒に視察し、この気づきを関西の大会に活かしたいと考えています日本各地や韓国など外国との交流がクルーズ船の利用で活発になり、京都の賑わいに繋がるよう努めていきます
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　大正７（1918）年創立の京都府立桃山
高等女学校、大正 10（1921）年創立の京
都府立桃山中学校が、学制改革によって
昭和23年10月に全日制、定時制を併置
した京都府立桃山高等学校となり、平成
30 年で創立 100 年を数える伝統校です。　
校訓は「文武両道」、「自主自律」。保護
者、地域の方々、諸先輩に支えられなが
ら、各界で活躍する多くの人材を輩出さ
れています。
　平成 18 年度からは府内全域を対象と
した「自然科学科」を開設し、将来の自
然科学分野のリーダー育成を目指した教
育が行われています。平成 22 年度から
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
として文部科学省に指定され、また平成
27 年度には SSH ２期目５年間の再指定
を受け、「探究力と創造力を備えた挑戦
心あふれるグローバル人材の育成」を目
指されています。

　 大 正９（1920）年に京都市立工業学校
（現・洛陽工業高校）の分教場として伏見
工業高校が設立。平成 28（2016）年に洛
陽工業高校と統合され、京都市立京都
工学院高等学校が設立されました。平成
30 年３月を持って洛陽工業・伏見工業
全日制の最後の卒業生になりますが、伏
見工業高校夜間定時制は存続しています。
　京都工学院高等学校は、「豊かな人間
性、確かな技術を身に付け、京都から社
会の発展と人類の幸福に貢献できる人材
を育成する」ことを目標に教育に取り組
まれています。
　京都で唯一本格的なものづくり環境が
充実した「フロンティア理数科」、〝まち
づくり〟と〝ものづくり〟の分野を設置
した「プロジェクト工学科」で構成され、
国公立・難関私立大学合格や、機械工業
系の企業への就職を目指す学生から注目
を集めています。

　昭和 53 年に設立された普通科単独の
高等学校です。平成 29 年で創立 40 年
を迎え、「自主・自律・挑戦」を校是とし、
自ら学び、考え、行動できる人間の育成
を目指されています。
　平成 26 年度より、キャリア教育推進
校の指定を受け、多様に変化し続ける社
会で生き抜く力を育てる教育活動を進め
られています。
　高等学校は、卒業後の進路にかかわら
ず社会人としての在り方、生き方の基本
を学ぶ最終段階であると考え、キャリア
教育の推進を柱として、生徒一人ひとり
の全ての能力を最大限に伸ばすために尽
力されています。
　何ごとにも努力を惜しまない充実した
高校生活を送ることで、豊かな人間性を
備えた人材となるよう、その育成に力を
入れておられます。

創
立
百
年
を
誇
り
、自
然
科
学
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成

自
ら
学
び
、考
え
、行
動
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

市
立

府
立

府
立桃山高等学校京都工学院高等学校

洛水高等学校

伏見の学校パート２
　伏見には多くの学校があり、子どもたちの個性を伸ばし、可能性を広げるために様々
な授業や取り組みが行われています。お子さまやお孫さまを通わせている方だけでな
く、地域の皆さまにも学校のことを知っていただくことが、子どもたちや学校との交
流の一歩になると考えています。そこで複数回に分けて伏見の学校を紹介します。

※紹介記事は各校のホームページを活用。写真は
わたなべ邦子が訪問したときに撮影したものです。
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府庁旧本館こだわりマルシェ

伏見 歯のひろば

　

淀
城
跡
公
園
で
７
月
22
・
23
日
に「
ハ

ワ
イ
ア
ン
フ
ァ
ミ
リ
デ
ーm

マ

ナ

マ

ナ

リ

マ

anam
anarim

a

」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
団
体
が
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
ハ
ワ
イ
関
連
の
ク
ラ

フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
出
店
。
地
元
の
皆
さ
ま

も
多
く
来
場
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、

清
々
し
い
お
天
気
で
近
年
稀
に
見
る
好
環

境
。
太
閤
行
列
、
子
ど
も
見
守
り
隊
の
パ

レ
ー
ド
、ス
テ
ー
ジ
発
表
、大
縄
跳
び
大
会
、

飲
食
や
ゲ
ー
ム
、
啓
発
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

醍
醐
10
区
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
が
総
出

で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
の
河
川
改
修
で
羽
束
師
運
動
広
場

が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
代
替
え
地
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
、
地
域
役
員
や
地
権

者
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
ご
協
力
で
、
京
都

府
羽
束
師
運
動
広
場
と
京
都
府
久
我
橋
西 

多
目
的
広
場
が
再
整
備
・
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

女子留学生日本語弁論大会

　

お
や
じ
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
が
協
力

し
て
、
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
を
企
画
。
水
鉄

砲
で
対
戦
す
る「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ド
ッ
ジ
」、

女
性
会
の
皆
さ
ま
指
導
の
盆
踊
り
な
ど
子

ど
も
た
ち
に
、
楽
し
い
体
験
の
場
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

淀城跡公園で
ハワイアンイベント醍醐ふれあいプラザ

　わたなべ邦子は、伏見の
皆さまが行われている行事
や取り組みに参加して、そ
こで気づいたことや、いた
だいた要望を府政に活かす
ように心掛けています。そ
んな活動の一部をご紹介さ
せていただきます。

地域活動

伏見南浜小学校
デイキャンプ

京都府モラロジアンの集い

住吉幼稚園 お花の苗やさん

子ども歌舞伎（御香宮神社）

伏見区民バレーボール大会

羽束師運動広場
久我橋西多目的広場が
再整備・新設

伏見板橋の夏祭り京都人権啓発推進会議啓発活動 伏見納涼盆踊り

淀南夏祭り 鴨川納涼親子で楽しむ夏祭り

深草トレイル報告会
淀ライオンズクラブ、淀・淀南・納所

３学区の皆さま、大淀中学生の清掃活動
伏見社会福祉総合センター

 第17回 ふれあいまつり
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洛南土地改良区 金章受章祝賀会

天才アート展醍醐学区防災訓練お茶の京都博 宇治茶博@
産業・国際交流式典住吉防災訓練

　

殺
人
、
交
通
事
故
、
い
じ
め
等
で
命
を

奪
わ
れ
た
方
の
人
型
パ
ネ
ル
に
生
前
の
写

真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
し
、
足
元
に
遺

品
の
靴
を
置
い
て
展
示
。「
未
来
に
つ
な

が
る
命
」
へ
の
思
い
が
伝
わ
り
、
同
じ
過

ち
が
起
き
な
い
よ
う
に
強
く
祈
り
ま
し
た
。

　
「
10
年
後
の
藤
城
の
た
め
に
」
と
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
学
区
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
、「
計
画
の
柱
」
や「
地
域
運
営
」

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
城
学
区
の
皆
さ

ま
か
ら
学
び
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

が
広
が
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
で
、

ご
縁
が
あ
り
出
席
。
西
城
陽
高
校
コ
ー
ラ

ス
の「
お
茶
の
京
都
」
と「
海
の
京
都
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
感
激
。
第
39
回
少
年
の

主
張
京
都
府
大
会「
京
都
府
知
事
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
春
日
丘
中
学
３
年
生
の
発
表

も
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。

京都府青少年育成協会 
創立50周年記念式典

　

障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
・
就
労
支
援

優
良
施
設
・
優
良
勤
労
者
・
永
年
勤
続
障

害
者
の
皆
さ
ま
方
の
表
彰
式
と「
京
都
は

あ
と
ふ
る
企
業
」
の
認
証
式
。
伏
見
区
で

は
社
会
福
祉
法
人
同
和
園
、
医
療
法
人

社
団 

淀
さ
ん
せ
ん
会
金
井
病
院
が
受
賞
。

こ
れ
か
ら
も
、
障
害
者
福
祉
の
た
め
に
ご

尽
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 障害者ワークフェア
命のメッセージ展
同じ過ちが起きないように

学区民一人ひとりが主体
藤城学区まちづくりビジョン

日野婦人会創立30周年

桃山学園 学園祭

きものの日あすのkyoto・地域創生フェスタ

城　南　祭桃山南体育大会 伏見ふれあいプラザ

大手筋商店街花笠パレードkyoのあけぼのフェスティバル

古典の日制定五周年記念京都ヒューマンフェスタ

PTA東稜カフェ（東稜高校）秋の全国交通安全運動スタート式
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全
国
の
都
道
府
県
議
会
議
員
が

集
い
学
ぶ
「
都
道
府
県
議
会
議
員

研
究
交
流
大
会
」
で
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
ま
し
た
。

　

京
都
府
で
は
予
算
に
つ
い
て
府

議
会
の
意
見
・
提
言
を
こ
れ
ま
で

よ
り
１
か
月
半
前
倒
し
し
た
10
月

末
に
す
る
こ
と
で
、
知
事
の
当
初

予
算
編
成
に
十
分
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
議
会
改
革
「
決
算
審
議

結
果
を
当
初
予
算
編
成
に
反
映
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
わ
た
な
べ
邦
子
か
ら
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

NEWS&TOPICSNEWS&TOPICS

府議会の議会改革の取組
都道府県議会議員研究交流大会

宇治茶を有料で提供することを
広めるための補正予算が決定。

一般
質問

【わたなべ邦子】
　「お茶の京都」でさまざまな取組が行われ、
宇治茶や緑茶が生活にもっと身近になることを
願っています。以前から多くの飲食店でソフト
ドリンクを注文する際にはウーロン茶が大半を
占めているのが気になっていました。体によく
て、香りや色、味を五感で感じながらほっこり
とした空間も体感できる「上質なお茶としての
宇治茶」をウーロン茶と同じように飲食店で注
文して飲むことが当たり前になるように、もっ
と働きかけることが必要ではないかと思ってい
ます。

【農林水産部長 答弁】　
　日本の飲食店ではお茶は水と同じように無
料でいただけるものという慣習があり、これ
が宇治茶を有料で提供する際の大きな障害に
なっています。一方でお茶席の抹茶のように「し
つらえ」の中でお茶の文化を楽しむ場合には、
その価値にふさわしい対価が支払われており、
こうした喫茶文化を広げていくことが必要と考
えています。このため、宇治茶とスイーツのセッ

トメニューなどでお茶を楽しむ宇治茶カフェが
山城地域や京都市内で年々拡大し、現在 28店
舗を認定しています。
　お茶を主役とした喫茶文化を定着させ、有
料でお茶を楽しめる場所を増やすためには、消
費者や飲食関係者に宇治茶の価値をわかって
いただく理解促進の場づくりが重要。そこで「お
茶の京都博」では日本茶インストラクターから
宇治茶の歴史や製法の説明を受けながら宇治
茶の香りや味を体感していただく「宇治茶バー」
をメーンイベントやエリアイベント等で開催し
ます。今後は対価を払って宇治茶を楽しむ喫
茶文化の発信や場づくりに取り組み、さまざま
な手法で宇治茶の付加価値を高め、消費拡大
につなげていきます。

　わたなべ邦子の質問を受けて、関係部局が動
いてくださり、早速、９月の定例会で宇治茶を
有料で提供するための PR経費や新しい飲み方
の提案など、600万円の補正予算が決まりました。

　 ６ 月 定 例 会 でワールドマスターズ
ゲームズ2021関西、京都府保健環境研
究所の取組とともに、お茶の京都を
活かした宇治茶の振興について質問
し、山田知事らから回答を得ました。
その一部をご紹介します。

　

京
都
高
等
技
術
専
門
校
、
農
林

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
。

京
丹
波
町
で
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
被
害
の
養
鶏
場
跡
地
に
ロ
ケ
誘

致
事
業
が
進
め
ら
れ
、
昨
年
は
映

画
「
本
能
寺
ホ
テ
ル
」
が
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
特
産
物
を

使
っ
た
ロ
ケ
弁
当
づ
く
り
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ま
が
参
加
で
き
る
事

業
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
丹
波
町
に
お
け
る
ロ
ケ
誘
致
と「
ロ
ケ
弁
」作
り

京
都
府
議
会 

農
商
工
労
働
常
任
委
員
会 

管
内
調
査

い
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
で
は
長
崎
県
と
連
携
協

定
す
る
な
か
で
肥
前
窯
業
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
連
携

を
深
め
る
た
め
に
賑
わ
い
の
創
出

事
業
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
福
岡
県
警
の
暴
力

団
対
策
や
信
号
機
総
数
の
抑
制
に

よ
る
約
１
億
円
の
経
費
削
減
な
ど

に
つ
い
て
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
北
海
道
を
結
び

付
け
、
様
々
な
波
及
効
果
を
得
る

た
め
に
、
庁
内
関
係
部
局
の
連
携
、

効
果
的
な
情
報
の
収
集
・
共
有
を

行
い
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
だ
け
で
な
く
、
食
と

観
光
の
魅
力
創
造
、
地
域
の
文
化

資
源
の
活
用
な
ど
、
総
合
的
な
北

海
道
の
魅
力
の
活
用
は
、
ぜ
ひ
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
君
の
名
は
。」
の
映
画
公
開
に

合
わ
せ
て
、
飛
騨
市
は
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
、
パ
ネ
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
等
を
制
作
し
、
積
極
的
な
取

組
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画

に
登
場
し
た
場
所
を
訪
ね
る
聖
地

巡
礼
で
市
へ
の
入
込
客
数
が
激
増

す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
メ
デ
ィ

ア
露
出
で
広
告
効
果
は
約
百
億
円

以
上
と
推
定
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

長
崎
県
で
は
、
新
県
庁
舎
の
建

設
と
行
政
機
能
強
化
を
テ
ー
マ
に
、

新
庁
舎
の
視
察
と
意
見
交
換
を
行

新
庁
舎
、日
本
遺
産
、信
号
機
抑
制
な
ど
の
取
組
み

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
北
海
道
の
連
携

ア
ニ
メ
映
画「
君
の
名
は
。」活
用
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

京
都
府
議
会 

総
務
・
警
察
常
任
委
員
会 

管
外
調
査（
長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
）

京
都
府
議
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075-573-0080TEL 075-573-0041FAX

http://d.hatena.ne.jp/watanabekuniko/
〈日々の活動をブログで紹介しています〉

フェイスブックをご覧ください。
わたなべ邦子の府政活動をフェイスブックでも
発信。お気軽に友達リクエストを申請してくだ
さい。パソコンやスマートフォンでの操作方法
が分からない場合は事務所にお問い合わせ
いただければ、お教えいたします。

わたなべ邦子を囲む会京都府議会議員

木村やよい衆議院議員（京都３区）が、当選

　「わたなべ邦子を囲む会」は、わたなべ邦子の議員活動や様々な取り組みを知っていただ
く場であり、皆さまをおつなぎする場でもあります。お食事をいただきながら、様々な方と
お話しして、交流していただきたいと思っています。また、皆さまに参加いただけるイベン
トも毎回趣向を凝らして企画しております。昨年お越しの方も、お久しぶりの方も、初めて
の方も、参加して良かったと思っていただけるように努めてまいります。ぜひ、お気軽にご
参加ください。お問い合わせは、わたなべ邦子事務所まで。☎ 075-573-0080

　第 48 回衆議院議員総選挙（10 月 22 日投開票）の結
果、木村やよい候補が見事に当選を果たされました。こ
れも多くの皆さまのご支援のおかげで、その期待に応え
るために、国、京都府、京都市と連携をとりながら、心
と力を合わせ、京都のため、伏見のため、皆さまのために、
一生懸命努めてまいります。

開会 18：00

２25
○日時

○会場

○会費

平成 30年２月 25日（日）　
午後６時（受付午後５時〜）
ウェスティン都ホテル京都　瑞穂の間

10,000円
京都市東山区三条けあげ　TEL075-771-7111


